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研究成果の概要：うなずきや身振りなどの身体的リズムの引き込みをキャラクタや 3Dオブジェ

クトなどのメディアに導入することで、対話者と身体性を共有してインタラクションを円滑に

する身体的コミュニケーションインタフェースを開発し、引き込みによる身体的インタラクシ

ョンの重要性を示した。 
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１．研究開始当初の背景 

 研究代表者らは、うなずきや身振りなどの
身体的リズムの引き込みをロボットや CG キ
ャラクタのメディアに導入し、発話音声から
コミュニケーション動作を自動生成するイ
ンタロボット技術を開発して、対話者の身体
性を共有してインタラクションを円滑に促
進する身体的コミュニケーションシステム
を開発してきた。 
 このような身体的コミュニケーション技
術を応用して一体感が実感できるコミュニ
ケーションインタフェースを開発すること
は、情報爆発時代におけるヒューマンコミュ
ニケーション基盤の重要な研究課題の 1つで
ある。 
 
２．研究の目的 

 人は、単に言葉だけでなく、うなずきや身
振りなど身体によるリズムを共有して、互い
に引き込むことでコミュニケーションして
る。この身体性の共有が、一体感を生み、人
とのかかわりを実感させている。 
本研究は、この身体的リズムの引き込みを

キャラクタや 3D オブジェクトなどのメディ
アに導入し、対話者と身体性を共有してイン
タラクションを円滑にする身体的コミュニ
ケーションインタフェースを開発し、引き込
みによる身体的インタラクションの重要性
を実証することを目的としている。 
 
３．研究の方法 

相手との一体感があるコミュニケーショ
ンを実現するためには、身体性（身体のはた
らき）を活かす仕組みの導入が不可欠である。
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本研究では、身体的リズムの引き込みに着目
することで、人のコミュニケーション特性に
立脚した、本質的なインタラクション研究を
進めた。具体的には、間の合った対話の実現、
対話における自然なしぐさ生成、対話の促進
法を目的として、Analysis（ヒューマンコミ
ュニケーションの特性分析で得られた知見）
と Design（知見のヒューマンマシンインタラ
クションへの応用とその効果）の 2方向から
研究を進めた。 

間の合った対話の実現では、3DCGオブジェ
クトを用いた音声駆動型身体的引き込みシ
ステムを開発した。うなずき草「ペコッぱ」
の開発と商品化では、ここで明らかにされた
反応動作が活かされた。対話における自然な
しぐさ生成では、人の情報提示における動作
に対する発声タイミングの特性分析を行い、
身体的エージェントとの情報提示インタラ
クションにおける動作に対する発声タイミ
ング制御に応用した。対話の促進法では、う
なずき反応モデルを重畳合成した身体的バ
ーチャルコミュニケーションの解析を行い、
その結果が、教師と生徒の InterActor を一
人二役で演じるエデュテインメントシステ
ムなどの開発展開に繋がった。 
 
４．研究成果 
(1) うなずき草「ペコッぱ」の開発 

これまで、うなずき反応のタイミングで
「手前に傾き元に戻る」動作を生成すること
で、人型でない 3DCG オブジェクトでも、間
の合った対話を実現できることを明らかに
するなど、身体引き込みメディアの開発・評
価にも取り組んできたが、本研究の具体的成
果として、語りかけに対して葉っぱと茎が絶
妙のタイミングでうなずき反応する、うなず
き草「ペコッぱ」のプロトタイプを開発した。
また「ペコッぱ」は、2008年 9月に(株)セガ
トイズから発売され、ヒット商品となった
（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 身体的エージェントとの情報提示イン

タラクションにおける動作に対する発
声タイミング制御 

発話音声と発話動作の生成タイミングの
わずかな違いが、異なるコミュニケーション
効果をもたらす点に着目し、人とキャラクタ

との典型的なかかわり行動である、情報提示
インタラクションを対象に、動作に対する発
声タイミング制御の効果を合成的に解析し、
そのコミュニケーション効果の解明を試み
た（図２）。この結果、情報が提示される時
間に拘わらず、動作と発声を同時に生成する
のではなく、適度に発声を遅延させることで
「好き」「丁寧」など好ましいインタラクシ
ョン効果をもたらすことを明らかにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) うなずき反応モデルを重畳合成した身

体的バーチャルコミュニケーションの
解析 

 身体的コミュニケーションの合成的解析
では、自己と相手の代役である VirtualActor 
(VA)をバーチャル空間に配置しながら、計測
動作とともに、うなずき反応モデルを重畳さ
せることで、対話者と VA との身体的関係を
あえて矛盾させた条件下での身体的コミュ
ニケーションを解析した（図３）。その結果、
うなずき反応モデルを重畳した場合に、身体
的引き込みが誘発され、身体的インタラクシ
ョンの促進効果が認められることが明らか
になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 教師と生徒の音声駆動型身体引き込み

キャラクタ InterActor を一人二役で演
じるエデュテインメントシステム 

 身体的引き込みを複数のキャラクタに導
入することで、身体的インタラクションを促
進する場の生成システムのプロトタイプを
開発展開し、人と人がかかわりあい、楽しむ
仕組みの解明を進めた。たとえば、キャラク
タ性を活かすことで、教師役と生徒役の一人

図１ うなずき草「ペコッぱ」 

プロトタイプ 

 

（株）セガトイズ「ペコッぱ」 

 

図２ CG キャラクタとの身体的インタラクション 

図３ 身体的コミュニケーションの合成的解析 



 

 

二役で授業を行い、子どもだけでなく大人も
楽しく効果的に学べるエデュテインメント
システムを開発した（図４）。話し手・聞き
手として振る舞うキャラクタを介して思い
を伝え合うことで、普段とは違った関係のコ
ミュニケーションが楽しめる、生徒側の発言
が促されるなど、遠隔非対面ならではのシス
テムの有効性を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上のように、本研究の成果はメディアコ
ンテンツ制作や携帯電話・インターネット等
の音声対話インタフェースへの導入など、広
範囲な応用が容易に可能である。今後、これ
らプロトタイプシステムを進展・融合させる
ことで、飛躍的に対話者相互の身体性が共有
でき、一体感が実感できる身体的コミュニケ
ーションインタフェースの研究開発を進め
る。 
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